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信じるということ

の主な行事

崎原小中学校 校長 鑪 謙治

先日行われた奄美群島日本復帰70周年記念第76回崎原小中学校秋季
大運動会は，皆さんのご協力の下素晴らしい運動会になりました。本
当にありがとうございました。思い起こせば，令和２年３月から，新
型コロナの影響で突然学校が休校となり，全ての学校行事が短縮もし
くは中止となりました。しかし，今年度からやっともとの状態に戻り，
運動会も午後２時頃まででしたが，以前通りになりました。しかしな
がら，子どもたちの体力が保てるのか。以前に増して暑くなった天候
によって，熱中症の心配もされました。学校としても様々な対策を
行ってきましたが，とにかく暑い日が続いて，子どもたちの体調面を
心配する毎日でしたが，我々教職員も子どもたちの力を信じて対応し
てきた毎日でした。

ところで，「信じる」ということについて数年前に俳優の芦田愛菜
さんが語った言葉を，先日動画で拝見しました。もう「愛菜ちゃん」
ではなく，「芦田さん」なんだとおじさんは思ったので少し掲載させ
ていただきます。

このお話全体を通して 「その人のことを信じようと思います」 っ
ていう言葉って結構使うと思うんですけど，それってどういう意味な
んだろうっていうのを考えた時に，その人自身を信じているのではな
くて，自分が理想とするその人の人物像 みたいなものに期待してし
まっていることなのかなって感じて，だからこそ人は裏切られたとか
期待していたのにとか言うけれど， 別にそれはその人が裏切ったと
かそういうわけではなくて，その人の見えなかった部分が見えただけ
であって，その見えなかった部分が見えた時に，「あっ！それもその
人なんだ」と受け止められる 揺るがない自分がいるというのが，信
じるられることなのかなって 思ったんですけど。

でも，その揺るがない自分の軸を持つのはすごく難しいじゃないで
すか。なんかだからこそ，人は 「信じる」って口に出して，不安な
自分がいるからこそ，例えば成功した自分だったりとか，理想の人物
像だったりに，すがりたいんじゃないかな～って思いました。

人を信じるって難しいことだと思います。特に大人は，子どもたち
に「信じている」とか「期待してる」ということを言葉に出さないま
でも子どもたちに伝えてしまっていると思います。でも，それは行動
や結果を見ての思いではないでしょうか。我々がすべきことは，どん
な行動や結果でもその子自身の存在を「信じてる」と言うことだと思
います。テストでいい点が取れなくても。かけっこでビリでも。学校
に通えなくても。いろんな失敗をしても。その子のことを信じること
ができれば，何も怖いことはないのだと私も思います。

運動会を通して，見えない明日，人と人の間の距離が遠くなった時
代は終わったのだと確信しました。互いの距離を縮めて，お互いの見
えなかった側面を温かい目で見られるような未来にできたらと思いま
す。

１日（日）「岡田大介」さん講演会

５日（木）特認校体験入学（～6日）

１２日（木）中学校中間テスト（～13日）

１３日（金）小中合同カメラ講座

１４日（土）土曜授業

１５日（日）古見方地区親睦運動会

１７日（火）生徒会選挙・立会演説会

２６日（木）小体連陸上記録会（三儀山）

２７日（金）美術鑑賞授業（武蔵野美術大学来校）

３０日（月）特認校説明会（18:30～，市役所）

9月19日（日）には秋季大運動会が行われました。今年は，
奄美群島復帰７０周年記念という冠も付き，天候に恵まれた素
晴らしい一日となりました。子どもたちの体力不足が心配され
たため，少し短めにはなりましたが，今年度から午後までの開
催。お弁当作りは大変だったでしょうが，お弁当に囲まれて子
どもたちはとても嬉しそうでした。コロナ禍の中で，何かと制
限されてきた３年間でしたが，子どもたちもやっと青春を謳歌
できるようになってきました。

保護者の皆さん，地域の皆さん。当日もそれまでの間の準備
等もご協力ありがとうございました。
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愛情と信頼に満ちた明るく活気のある学校 地域に支えられ子どもたちと保護者に愛される学校
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崎 原 集 落 八 月 踊 り
８月3０日に崎原集落の八月

踊りが実施されました。集落
の方々はもちろん，保護者・
児童生徒。これまでの特認校
生も参加し，盛大な八月踊り
になりました。これからも崎
原集落をみんなで盛り上げて
いきたいですね。

９月５日には，鹿児島大学教育学部の学生たちが，
学校環境観察実習に来ました。引率の上谷教授も含め
12名が本校に訪れました。離島勤務に不安を抱える学
生たちに，本校のような少人数の学校を体験してもら
うことで，教師になりたいという思いを強くもっても
らうための活動です。学生たちも本校の児童生徒に触
れることで，教師へのあこがれがより深まったようで
す。また，本校の子どもたちも意欲あふれる学生たち
に触れ，いつもとは少し違う環境を体験しました。少
ない人数の中なので，できるだけ多くの人と触れあう
機会を増やしたいと思った環境観察実習でした。

学 校 環 境 観 察 実 習

（現在通っている子も対象です。必ずご参加お願いします。）
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今年の優勝は
赤組・りす組でした


